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来年度予算要望を近藤区長に提出する党足立区議団 ９月30日

９
月
30
日
、
日
本
共
産
党
区

議
団
は
一
二
二
八
項
目
の
２
０

０
９
年
度
予
算
要
望
書
を
近
藤

区
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

党
区
議
団
が
毎
年
行
っ
て
い

る
11
万
枚
を
無
差
別
で
配
布
し

た
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
（６
月
実
施
）

や
医
師
会
、
商
工
会
議
所
、
障

害
者
団
体
は
じ
め
区
内
の
数
十

団
体
と
懇
談
を
７
〜
８
月
実
施

し
、
ま
た
昨
年
一
年
間
の
議
会

質
問
で
取
り
上
げ
た
提
案
な
ど

を
集
約
し
た
も
の
で
、
区
民
の

切
実
な
願
い
が
ぎ
っ
し
り
と
つ
め

込
ま
れ
た
要
望
書
で
す
。

各
種
団
体
と
の
懇
談
で
も
生

活
が
苦
し
く
な
っ
た
と
答
え
る

区
民
が
昨
年
よ
り
さ
ら
に
増
え
、

そ
の
理
由
と
し
て
増
税
・
負
担

増
に
加
え
物
価
高
を
上
げ
る

区
民
が
激
増
し
、
負
担
軽
減
や

生
活
へ
の
支
援
を
求
め
る
声
が

非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
災
害
や
犯
罪
の
不
安
を
解

消
し
て
ほ
し
い
の
要
望
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

原
油
・
原
材
料
高
騰
、

物
価
高
か
ら
区
民

を
守
る

来
年
度
予
算
要
望
の
重
点
要

望
の
柱
は
、
「
１
、
原
油
・
原
材
料

高
騰
、
物
価
高
か
ら
く
ら
し
を
守

る
」で
は
、
緊
急
時
の
費
用
負
担
を

軽
減
す
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に

「（
仮
称
）入
院
時
負
担
軽
減
支
援

金
」を
支
給
す
る
こ
と
や
「低
所
得

者
向
け
の
灯
油
購
入
費
補
助
の
実

施
」な
ど
で
す
。

安

心

・
安

全
の
対
策

に
つ
い
て

「
2
、
安
心
・
安
全

の
対
策
に
つ
い
て
」で

は
、
体
育
館
の
耐

震
補
強
工
事
を
早

急
に
行
う
こ
と
、
住

宅
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン

の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の
工
事

助
成
の
拡
充
な
ど
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
つ
い
て

「３
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

い
て
」で
は
、
多
く
の
高
齢
者
に
と
っ

て
負
担
増
と
な
る
の
で
国
に
対
し

高
齢
者
差
別
の
仕
組
み
そ
の
も
の

を
廃
止
し
、
根
本
的
に
再
検
討
す

る
よ
う
働
き
か
け
を
求
め
て
い
ま
す
。

区
民
の
命
と
健
康
を
守

る「４
、
区
民
の
命
と
健
康
を
守
る
」

で
は
、
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
、
予

防
接
種
な
ど
に
つ
い
て
、
都
立
駒
込

病
院
を
都
直
営
で
存
続
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。

「
５
、
高
齢
者
施
策
と
介
護
に
つ
い

て
」で
は
、
実
態
を
反
映
し
保
険
料

は
値
上
げ
し
な
い
こ
と
な
ど
9
項

目
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

「
６
、
地
球
温
暖
化
防
止
・
環
境
対

策
に
つ
い
て
」
で
は
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
資
源
化
に
取
り
組
む
こ
と
、

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
求

め
て
い
ま
す
。

「
７
、
公
的
住
宅
に
つ
い
て
」
で
は
、

住
宅
に
困
っ
て
い
る
区
民
が
入
居
で

き
る
増
設
計
画
を
つ
く
る
こ
と
な

ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

「８
、
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
」

「
９
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
」「
10
、

障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て
」
「
11
、
青

年
雇
用
と
健
康
対
策
に
つ
い
て
」

「
12
、
地
域
産
業
支
援
に
つ
い
て
、
」

「
13
、
「
公
契
約
」
に
つ
い
て
」
「
14
、

自
治
体
の
市
場
化
・
民
間
化
に

つ
い
て
」
「
15
、
学
力
テ
ス
ト
と

教
育
改
革
、
お
よ
び
教
育
環
境

整
備
に
つ
い
て
」
「16
、
憲
法
・
平

和
に
つ
い
て
」で
す
。

こ
の
予
算
要
望
書
を
も
と
に

区
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

「
２
０
０
９
年
度
予
算
要

望
書
」
を
希
望
の
方
は
区

議
団
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期間延長の要望みのり

40～74歳の特定健診の
受診期限が延長！
特定健診は「メタボ健診」ともいわ

れる、今までの区民健診に変わるも

のです。国保加入の方には、「９月

まで」「10月まで」と記された特定

健診の受診票が送られています。

「３ヶ月は短かすぎる」「期間をの

ばしてほしい」との要望が、利用者

からも、お医者さんからも上がり、

日本共産党も強く要望してきました。

これをうけ、特定健診受診券の有効

期限が、今年度は、12月末日まで延

長することになりました。まだ受診

されていない方は、ぜひ受診して下

さいください。

http://www5.famille.ne.jp/~k-itou/index.html

自宅 足立区花畑6-7－23

足立区役所 電話3880－5111（内線4650～4654）

日本共産党区議団 直通3880－5770



「
平
成
20
年
度
足
立
区
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
」
、

「
平
成
20
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
」

に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
足
立

区
議
団
を
代
表
し
、
反
対
討
論

を
行
な
い
ま
す
。

補
正
予
算
は
、
19
年
度
決
算

が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
歳

入
に
４
億
２
５
０
０
万
円
余
の

繰
越
金
が
あ
り
、
区
も
認
め
た
、

19
年
度
決
算
の
繰
り
越
し
金
は

77
億
円
で
す
。
そ
の
半
分
は
財

調
基
金
と
減
債
基
金
に
積
み
増

し
て
、
区
の
基
金
（
積
立
金
）

総
額
は
史
上
最
高
の
８
８
０
億

円
に
到
達
し
ま
す
。

残
り
半
分
の
繰
り
越
し
金
、
38

億
円
の
の
う
ち
、
当
初
予
算
で

10
億
円
、
今
回
4
億
２
５
０
０

万
円
余
を
予
算
化
し
、
さ
ら
に

24
億
円
も
保
留
財
源
が
あ
り
、

都
区
財
政
調
整
交
付
金
の
確
定

に
よ
り
当
初
の
予
想
を
上
回
っ

て
入
っ
て
く
る
36
億
円
と
あ
わ

せ
る
と
、
60
億
円
も
保
留
財
源

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
財
源
の

一
部
を
活
用
し
て
、
私
た
ち
も

要
求
し
て
い
た
「
保
育

園
の
遊
具
の
安
全
対
策
」

「
公
共
施
設
の
緑
化
」

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
」
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
た
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
、

否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
補
正
予
算
は
、
与
党
議
員
か

ら
も
指
摘
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
区

民
に
と
っ
て
必
要
な
施
策
を
補
正

予
算
化
し
て
い
る
と
は
、
と
う
て

い
思
え
ま
せ
ん
。

第
一
に
、
生
活
に
困
難
を
か
か

え
、
さ
ら
に
原
油
・
原
材
料
・
物

価
高
で
困
窮
の
度
を
強
め
て
い
る

区
民
へ
の
支
援
・
対
策
が
全
く
な

い
こ
と
で
す
。
今
、
区
民
は
給
料

や
年
金
は
上
が
ら
な
い
の
に
、
相

次
ぐ
増
税
、
保
険
料
の
値
上
げ
、

医
療
費
な
ど
の
負
担
増
に
加
え
、

原
油
高
騰
の
影
響
で
ま
す
ま
す
苦

し
く
な
り
、
高
齢
者
の
中
に
は
、

一
日
２
食
に
削
り
、
灯
油
も
昨
年

で
さ
え
高
く
て
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け

ず
に
ガ
マ
ン
し
て
い
た
の
に
、
今

年
は
さ
ら
に
18
㍑
缶
で
３
０
０
０

円
を
超
え
る
の
で
は
な
い
か
と
不

安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

８
月
１
日
、
わ
が
党
は
区
長
に
対

し
て
「
原
油
・
物
価
高
で
苦
し
む

区
民
へ
の
緊
急
対
策
を
ぜ
ひ
補
正

予
算
に
盛
り
込
ん
で
ほ
し
い
」
と
、

具
体
的
に
足
立
区
で
で
き
る
提
案

を
緊
急
要
望
し
ま
し
た
。
政
府
で

さ
え
、
原
油
高
騰
対
策
と
生
活
支

援
策
を
補
正
予
算
で
講
じ
て
い
ま

す
。
「
福
祉
灯
油
支
援
」
な
ど
、

地
方
自
治
体
が
き
め
細
か
く
実
施

す
る
対
策
へ
財
政
支
援
を
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
当
然
、
足
立
区
が

こ
の
時
期
に
組
む
補
正
予
算
に
は
、

何
ら
か
の
生
活
応
援
策
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
何
も
あ
り

ま
せ
ん
。
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
時
期
に
補
正
予
算
案
を
提

出
す
る
近
藤
区
長
の
区
政
運
営
に

は
、
区
民
の
生
活
を
応
援
す
る
視

点
が
欠
け
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

第
二
に
、
保
育
園
の
産
休
・
育
休

代
替
に
派
遣
社
員
を
導
入
す
る
問

題
で
す
。
今
補
正
予
算
に
よ
っ
て
、

保
育
園
で
保
育
士
と
し
て
働
く
派

遣
社
員
が
、
さ
ら
に
ふ
え
て
40
人

に
な
り
ま
す
。
委
員
会
の
質
疑
で

も
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
育

児
休
業
は
最
長
で
３
年
、
平
均
で

も
２
年
の
長
い
期
間
で
す
。
保
育

課
と
派
遣
会
社
が
契
約
し
、
そ
の

契
約
条
項
の
中
で
、
指
揮
命
令
者

は
各
園
の
園
長
と
明
記
さ
れ
、
そ

れ
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

派
遣
法
の
し
ば
り
で
、
園
長
以
外

の
人
が
指
示
を
出
せ
な
い
、
現
場

に
不
慣
れ
な
派
遣
社
員
の
保
育
士

に
対
し
、
い
っ
し
ょ
に
働
く
保
育

士
が
、
指
示
を
出
す
こ
と
が
、
契

約
違
反
に
な
り
ま
す
。
法
令
を
侵

さ
な
け
れ
ば
安
心
の
保
育
が
で
き

な
い
、
不
正
常
な
状
態
に
お
か
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
区
は
、
来

年
度
新
規
に
15
名
の
保
育
士
を
採

用
す
る
と
い
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
、
退
職
者
の
分
で
あ
り
、
そ
れ

で
は
、
派
遣
労
働
は
解
消
で
き
な

い
で
は
な
い
か
と
、
与
党
議
員
か

ら
も
指
摘
が
あ
っ
た
と
お
り
で
す
。

「
子
ど
も
」
を
重
視
す
る
と
い
う

近
藤
区
長
の
方
針
と
も
矛
盾
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

第
三
に
、
介
護
保
険
も
、
19
年
度

の
給
付
実
績
が
確
定
し
た
こ
と
に

よ
り
、
補
正
予
算
で
、
65
才
以
上

の
高
齢
者
か
ら
徴
収
し
た
１
号
保

険
料
分
の
余
っ
た
分
、
５
億
９
千

万
円
余
は
、
給
付
準
備
基
金
に
つ

み
た
て
、
区
の
法
定
負
担
分
１
２
・

５
％
な
ど
の
余
っ
た
分
、
１
億
８

千
万
余
は
一
般
会
計
に
繰
り
戻
し

を
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
昨

年
の
最
終
補
正
に
つ
い
で
、
２
回

目
の
減
額
修
正
で
す
。
こ
の
要
因

は
、
区
も
「
第
３
期
の
改
定
は
、

制
度
の
大
き
な
変
更
が
あ
っ
た
」

と
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
生
活
援

助
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
が
大
幅
に
縮

小
さ
れ
る
な
ど
給
付
抑
制
に
つ
な

が
る
改
悪
が
行
わ
れ
た
こ
と
の
結

果
で
す
。
高
齢
者
か
ら
近
隣
区
よ

り
も
高
い
保
険
料
を
徴
収
す
る
一

方
で
、
サ
ー
ビ
ス
は
削
ら
れ
、
介

護
保
険
会
計
の
お
金
は
余
ら
せ
る
。

余
っ
て
も
徴
収
し
た
保
険
料
分
は

積
み
立
て
て
返
さ
な
い
の
に
、
区

か
ら
介
護
保
険
に
入
れ
た
お
金
は

一
般
会
計
に
返
す
。
こ
ん
な
お
金

の
使
い
方
は
、
到
底
認
め
ら
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
せ
め
て
、

区
の
一
般
会
計
に
戻
す
分
を
活
用

し
て
、
議
会
で
も
議
決
し
て
い
る

高
齢
者
施
設
の
食
事
代
補
助
、
緊

急
性
が
求
め
ら
れ
る
人
材
確
保
策
、

渋
谷
区
な
ど
で
行
っ
て
い
る
介
護

保
険
外
で
の
生
活
支
援
ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣
な
ど
を
行
お
う
と
い
う
考

え
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

今
、
区
民
の
生
活
実
態
を
直
視
す

れ
ば
、
緊
急
に
取
り
組
む
べ
き
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
区
民
の

願
い
に
耳
を
傾
け
、
区
民
生
活
を

応
援
す
る
区
政
運
営
を
行
う
よ
う
、

強
く
求
め
ま
し
て
、
反
対
討
論
を

終
わ
り
ま
す
。

２００８年１０月１２日（日）こんにちは伊藤和彦です ＮＯ.８１７ （発行会派日本共産党区議団 発行責任者伊藤和彦）

第
３
回
定
例
区
議
会
、
９
月
30
日

の
本
会
議
で

日
本
共
産
党
が
行
っ
た
反
対
討
論
の
要
旨
を
紹
介

し
ま
す
。
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